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鷲 羽 山 トン ネル の 概要

　本州四 国連絡橋 「児島一坂出ル ート」 の 海峡部ル ートは ，

鷲羽山地区を本州側起点 と し， 道路 ・鉄道併用の 長大つ り

橋を中心 と し た 延 長約 10km の 橋粱群 で 四 国 へ 渡る 。 道路

は 第
一

種第 二 級 の 自動車専用道路規格 で 4 車線， 鉄道は在

来線規格複線 とな っ て い る 。 ま た ， 海峡部橋梁 は 上層 に道

路，下 層 に 鉄道の 二 層構造 とな っ て お り， 将来新幹線規格

複線を併設し得る構造に な っ て い る 。

　鷲羽 山 は児島半島の 先端 に位置 し，丘陵状 の 山体 で 標高

は約 130m で あ る。 こ の 地域は 瀬戸内海国立 公 園発祥の 地

で あ り， ほ とん どが そ の 特別地域 に指定され て い る ほ か ，

名勝 に も指定 され て お り，松 と多島海景観を中心 と した風

光明び（媚）な地域で あ る 。

1．　 トン ネ ル 案の 経緯

　 鷲羽山 地区を通過す る 工 法 につ い て は，当初 オ
ープ ン カ

ッ ト案 ， トン ネル 案な ど数種 の 工 法 につ い て 検討 が 行 わ れ

た。 トン ネル と し た揚合 に は， トン ネ ル 断面 が世界的 に 例

をみ ない 大規模なもの とな る こ と， ま た ， 地質がき裂の 多

い 風化花崗岩 で あ る うえ，トン ネ ル の 土 かぶ りが約 30m と

浅い た め技術的 に 非常 に 困 難 で あ る と判断 され た 。 こ の た

め ， 昭和48年の 工事実施計画 ， 53年 の 環境影響評価の 時点

で は，技術的 に経験の ある オ ープ ン カ ッ ト工 法を採用す る

こ と と し て い た 。

　 しか し な が ら トン ネル 工 法は ， 鷲羽山地 区の 景観 を考え
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れ ば捨 て が た く， また，県 ， 市をは じ め環境庁， 文化庁か

ら も 「
鷲羽山地区 の オ

ープ ン カ ッ ト部分 に つ い て は ， 技術

的 に不可能で ない 限 リ トン ネル 工 法に よ り施工 す る こ と
…

…
」 との 条件を付された 。 この よ うな経緯もあ っ て 従来 ま

で の 検討 に 加 え 昭和53年度か ら専門家 に よ る 委員会 を 設け

て 設計施 工 の 両面 か ら技術検討 が行 わ れ た。

　そ の 結果 ， こ の 数年問に地盤内応力 の 解析法 お よび 掘削

工 法等 につ い て急速 な 進歩 があ り，こ れ ら を考 え併 せ る と，

我々 がい まだ か つ て 経験 し た こ との な い 「単
一

掘削断面積

約 600m2 の 単断面 トン ネル 案，お よび 4 断面 で 計約 400m2

の 掘削断面積 を有す る 二 段双設 の 複 断 面 トン ネ ル 案」 の 2

案 が 技術的 に 可能で ある との 結論を得た 。

　 トン ネル 工 事 の 着手 に 際 して ，い ずれ の 施 工 法 を採る か

に あた っ て は，力学上 の 検討，施 工 上お よ び経済性 そ の 他

の 検討 を行い
， 総合的な技術上 の 評価を行 っ た 。 その 結果．

両案を比較する と 「単断面案」 に も長所 があ る もの の ，施

工 上 の 安全確実 さや 不 測 の 事態 が 発生 し た 時の 対応 の 容易

さか ら 「複断面案」 を採用 し， 昭和57年 3 月 に 工 事 に 着手

した。

2．　 工 事計画概要

　鷲羽［“ トン ネ ル の 両 坑 口 周 辺 に は古 い 民家が密集して お

り，掘削に あた っ て は発破振動の 軽減 と騒音対策が特 に 要

求 され る箇所で あ り， ま た ， ル
ート全体の 工事計画絡みで

起 点側坑 口 の 直下 で は 市道 の 付替 トン ネ ル を ， 終点側坑口

（下津井瀬戸大橋側） に密接して つ り橋の ア ン カー
トン ネ

ル の 掘削を，こ の 工 事 と併行 して 施工 す る 必須条件 が あ っ

た 。

　こ の た め本 トン ネル の 施 工 法 と して，一
方 の 坑口か らの

片押 し工 法 で は工程的な問題 と騒音，振動対策等 に も不利
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図
一3　 トン ネ ル お よび 橋梁部の 樹新面 図
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図一4　 トン ネル 標 準断面図 （2段 双設複断 面）

な 面 が あ り，横坑 を掘削 して トン ネ ル 中央部 か ら左右 に 掘

進 させ る工 法を採 っ た 。

　横坑 は，既 に完成 し て い る運 搬用坑道 か ら横 に 約30m 掘

削 し て 鉄道 トン ネ ル の 新幹線側 に到 達 させ る 。 そ の 後上半

先進 ， シ ョ
ートベ ン チ カ ッ トで 上 ， 下半切羽間を約30m と

して掘削す る予 定 で あ る。

　トン ネル 坑 口 部は，発破 に よ らな い 機械掘削を 検討中で

あ り，道路 トン ネ ル と鉄道 トン ネル の 間の 中間岩盤の 補強

処理 方法 につ い て も課 題 が残 っ て お り，施 工 途上 で 各種計

測 を行 い トン ネル の 安定度を 判断 し，掘削 の 安 全 性 と経済

性 を図る 予定 で あ る 。 な お ， 昭和57年10月現在 は 横坑 の 掘

削中で あ る
。
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